３学年道徳学習指導案
１　主題名　自分を律する基準　１－（３）

２　ねらい　やろうと決めたことは誠実に実行し、その結果に責任を持とうとする態度を育てる。

３　資料名　「自分を育てる」　きみがいちばんひかるとき（光村図書）

４　主題設定の理由

　　　人は、壁にぶつかって苦しいときに、それを乗りようと努力することで成長するものである。しかし、努力することを諦めて妥協し楽な道を選ぶことがある。苦しくても自分の行動は自分の意志で選択し、その結果に責任を持つことが自律した生き方といえる。
中学３年生にもなると、最上級生としての自覚が生じ、行事や部活動・委員会活動などの各活動に積極的に取り組み、自分の進路についても真剣に考えるようになる。そうした中で、頑張ろうと思いながら自分に甘えてしまって頑張りきれない生徒や自分に自信が持てず周りの考えに流されてしまう生徒も少なくない。

本資料を通じて、どうして自分への甘えが生じるのか考え、それを克服するために「人と比べるのではなく、自分の中に自分を律する基準を設ける」ことの大切さを考えさせたい。
５　本時の展開

	
	学習活動
	主な発問と予想される生徒の反応
	留意点

	導入
	自分に負けた経験を発表
	
	誰にでもある経験であることを確認する。

	展
開
	１　資料を読む

２　「甘え」について考える

	○「甘え」はどんなことだと思う。

　・勉強をしない　　・楽をする

　・手を抜く　　　　・人に頼る
○ここで言う「甘え」は何？

　・誰かのせいにする（他人と比較する）
　・言い訳をする
　
●「甘え」を選ぶ自分をどう思う。

　・情けない　　　・みっともない

　・嫌い　　　　　・何も思わない　
※「甘え」の相手はどこにある？
	班内で内容確認
生徒の中の「甘え」とここで言う「甘え」の違いに気付かせる。
「ひとが・・・だから」と他人との関係にすり替えたりすることが「甘え」であることを確認する。

マイナスを考えていることは、みんな「甘え」のない自分になりたいと思っているのではないか。
「甘え」に勝ちたいはず。


	終
末
	３　感想を書く
	
	数人発表


「自分を育てる」

１１／７

３年（　　）組（　　）番　名前（　　　　　　　　　　　　）

今日の授業の感想を書きましょう。
	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	


